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<目的>

現在､漢方薬は病院診療で頻繁に処方されたり､ドラッグストアなどで容易[=手に入れ

ることが出来たりと､われわれの日常にあいて非常に身近な薬になっている｡これらの理

由として､漢方薬は非常に薬効かマイルドであり､副作用も軽微であるという認識かある

からである｡しかし､そのように副作用が少ないと言われている漢方薬にも重大な副作用

は報告されている｡全漢方薬の半分以上の割合を占める副作用に｢偽ア)L/ドステロン症｣が

あり､その副作用はカツゾウという生薬T=よって引き起こされるo主な症状は低カリウム

血圧､血圧上昇である｡今回の検討では､偽アルドステロン症の疑いのある患者が､漢方

薬服用の前後､その後の処方修正による検査値の経時的推移を検討した｡

<結果>

83歳､女性患者Aさん､高血圧の症状で以前から降圧剤であるロサルタンか｣ウム/ヒ

ドロクロロチアジドの合剤を服用していた｡今回､カツゾウ含有の漢方薬の防己貴書湯を

服用したとこう､以前まで140/70前後であった血圧値が､常時180/80まで上昇した｡不

安に感じ血液検査を行ったとこう､カリウム値か3.3まで低下していた｡そこで､防己黄

蓄湯を休薬し､選択的アルドステロン阻害薬であるエフしレノンを服用したとこう､血圧

値は130/70まで低下した｡現在､エフL/L/ノンは処方されていないが､経過は良好である.

<考察>

現在漢方薬は全210種類あり､その7割近くの漢方薬にカツゾウは含有されている｡その

ため､今後は漢方薬を服用される万が増加するにつれ､このような偽アルドステロン症の

疑いのある患者も増加することか予想される｡また､今回の患者が服用していた降圧剤に

含まれているヒドロクロロチアジドは血清カリウム値を下げる作用か報告されているため､

より顕著に症状があらわれたと考えられる｡高齢者の方は､高血圧症を羅患されている万

が多いため､降圧剤と漢方薬との併用は､より慎重に経過を観察する必要かある｡今回の

症例を解析し､再検討することで､今後同様の症例がみられた患者に対し､薬剤師として

適切な対処が出来るようにしていきたいと思う｡
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現在､日本は超高齢社会を迎え､少子高齢化､人口の減少､社会保障費の増加､経済環

境の悪化による財源不足とさまざまな課題に直面しています｡その中でも､社会保障費の

増加は大きな問題であり､今後､団塊の世代が高齢者になってくるため､ますます大きな

問題となってきます｡医療や介護などの社会保障費は､高齢者に費やす部分かより大きく

なってきます｡これは仕方のないことです｡この自然に膨れ上がる社会保障費を抑えるに

は､高齢者が自宅で元気に生活できることが重要です｡高齢者が医療機関や介護施設を利

用する割合を減らし､住み慣れた自宅で生活する｡それは高齢者にとっても､社会にとっ

ても望ましいことです｡

しかし､高齢者にとって､自宅は段差も多く転倒のリスクもあります｡転倒により骨折

し入院となる場合や､中には命にかかわる怪我をする場合もあります｡高齢者が自宅で安

全に生活できる住環境を整えることが大切になります｡手すりの取り付けや介護ヘッドな

どの福祉用具の利用で生活環境をより安全にすることができます.

高齢者が病気や介護が必要になってからの社会保障ではなく､病気や介護が必要r=なる

前の予防のための社会保障を考えることが今後より重要になってきます｡そのひとつが､

高齢者の住環境を整備し､安心して生活できる環境を作ることです｡そして､その住環境

の整備が高齢者の生活､社会の土台となります｡その土台が､高齢者の生活･命を守る重

要な役割を果たし､今後の日本の社会保障の基礎となっていきます｡


